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南魚沼市民憲章【平成19年4月1日 制定】
●わたしたち南魚沼市民は、人間を大切にします。
●わたしたち南魚沼市民は、自然を大切にします。
●わたしたち南魚沼市民は、ものづくりを大切にします。
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南
魚
沼
市
総
合
防
災
訓
練

７
月
の
第
一
日
曜
日
は
、
南
魚

沼
市
総
合
防
災
訓
練
の
日
で
す
。

地
震
や
土
砂
災
害
な
ど
の
災
害

に
備
え
、
防
災
技
術
の
向
上
と
防

災
意
識
の
高
揚
を
目
的
に
、
総
合

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

当
日
は
、市
内
の
各
行
政
区
で
、

そ
れ
ぞ
れ
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

主
会
場
の
城
内
小
学
校
で
は
、
地

震
体
験
や
降
雨
体
験
の
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
７
月
５
日
㈰　

午
前
７
時
～
11
時

内
災
害
対
策
本
部
設
置
訓
練
、
情

報
伝
達
訓
練
、
避
難
訓
練
、
避

難
所
開
設
訓
練
、
炊
き
出
し
訓

練
、
災
害
協
定
先
物
資
搬
入
訓

練
、
水
防
訓
練
、
倒
壊
家
屋
救

出
訓
練
、
消
火
訓
練
、
各
種
体

験
コ
ー
ナ
ー

※
緊
急
自
動
車
な
ど
が
市
内
各
地

を
走
行
し
ま
す
。
交
通
事
故
に

は
十
分
注
意
く
だ
さ
い
。
当
日

の
午
前
７
時
こ
ろ
に
、
市
内
全

域
で
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。

火
災
な
ど
と
間
違
え
な
い
よ
う

に
注
意
く
だ
さ
い

平
成
27
年
８
月
採
用 

任
期
付
職
員
募
集
中

任
期
付
職
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

職
種
・
採
用
予
定
人
員

　

保
健
師　

３
人
程
度

受
験
資
格　

保
健
師
資
格
が
あ

り
、
地
方
公
務
員
と
し
て
の
欠

格
条
項
に
該
当
し
な
い
人

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

締
切
り　

６
月
23
日
㈫

試
験　

個
別
面
接
試
験

　

試
験
日
：
７
月
１
日
㈬

　

試
験
会
場
：
南
魚
沼
市
役
所

任
用
期
間　

平
成
27
年
８
月
1
日

～
平
成
28
年
３
月
31
日

※
期
間
を
更
新
す
る
場
合
あ
り

（
最
長
５
年
）

仕
事
の
内
容　

次
の
保
健
課
業
務

な
ど

特
定
保
健
指
導
…
「
特
定
健
康
診

査
及
び
特
定
保
健
指
導
の
実
施

に
関
す
る
基
準
」
に
基
づ
く
特

定
保
健
指
導

地
区
担
当
保
健
業
務
…
訪
問
、
電

話
・
個
別
相
談
、
健
康
推
進
員

の
地
区
活
動
支
援
な
ど

勤
務
・
給
与
に
関
す
る
条
件

・
勤
務
条
件
は
正
職
員
に
準
じ
る

・
月
例
給
は
保
健
師
と
し
て
の
勤

務
経
験
な
ど
を
考
慮
し
て
決
定

（
例
：
保
健
師
経
験
10
年
の
場

合
、
月
例
給
24
万
円
程
度
）

・
諸
手
当
は
正
職
員
に
準
じ
る

申
履
歴
書
に
所
要
事
項
を
記
入

し
、
申
込
日
前
６
か
月
以
内
に

撮
影
し
た
写
真
（
縦
４
㎝
、
横

３
㎝
）
１
枚
を
貼
り
、
提
出
先

に
直
接
持
参
（
代
理
人
に
よ
る

提
出
可
。
土
・
日
曜
日
は
受
付

け
不
可
）
す
る
か
、
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場
合
は
、

締
切
り
日
必
着
で
、
封
筒
の
表

に「
保
健
師
受
験
」と
朱
書
し
、

簡
易
書
留
で
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
し
て

の
応
募
も
受
け
付
け
ま
す
。

提
出
先　

〒
９
４
９
─

６
６
９
６

南
魚
沼
市
六
日
町
１
８
０
─

１

南
魚
沼
市
総
務
部
総
務
課
人
事

係
※
詳
細
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い

問
総
務
課 

人
事
係

　

☎
７
７
３
─

６
６
６
０

市
政
懇
談
会
開
催
中

　

４
月
か
ら
開
催
し
て
き
た
市
政

懇
談
会
も
残
り
７
会
場
と
な
り
ま

し
た
。
７
月
７
日
㈫
が
今
年
度
の

最
終
日
で
す
。
ど
の
会
場
に
お
こ

し
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

今
ま
で
機
会
を
逃
し
て
い
た
人

も
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

日にち 会　　　場
６月₂₂日㈪ 上田農村環境改善センター
６月₂₃日㈫ 中之島農村環境改善センター
６月₂₅日㈭ えきまえ図書館　本の杜

も り

６月₂₆日㈮ 塩沢公民館
７月３日㈮ 城内地域開発センター
７月６日㈪ 大巻地域開発センター
７月７日㈫ 五十沢地域開発センター

時
午
後
７
時
30
分
～
（
６
月
25
日

の
み
午
後
６
時
30
分
～
）

※
詳
細
は
、
市
報
５
月
１
日
号
を

ご
覧
く
だ
さ
い

問
企
画
政
策
課 

企
画
班

　

☎
７
７
３
─

６
６
７
２



国道253号

県道十日町六日町線

関越自動車道

市道余川川窪線

六日町
I.C

県道欠之上五日町線

市道欠之上村中線

十日町方面 国道17号
新潟方面

湯沢方面

㈱雪国
まいたけ

イオ
ン

六日
町店

セブン
イレブン
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教
科
用
図
書
展
示
会

　

平
成
28
年
度
に
小
・
中
学
校
、

高
等
学
校
で
使
用
す
る
教
科
用
図

書
を
展
示
し
ま
す
。

小
学
校
…
現
行
の
教
科
用
図
書

中
学
校
…
平
成
28
年
度
使
用
の
た

め
に
検
定
を
経
た
教
科
用
図
書

高
等
学
校
…
現
行
の
教
科
用
図
書

と
平
成
28
年
度
使
用
の
た
め
に
検

定
を
経
た
教
科
用
図
書

期
６
月
19
日
㈮
～
７
月
２
日
㈭

す
べ
て
の
教
科
用
図
書
展
示

会
小
出
教
科
書
セ
ン
タ
ー

※
６
月
20
日
㈯
、
22
日
㈪
、
27
日

㈯
、
28
日
㈰
は
休
館

時
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30

分
（
６
月
21
日
㈰
の
み
、
午
前

９
時
～
午
後
４
時)

中
学
校
の
み
の
教
科
用
図
書
展
示

会
南
魚
沼
市
図
書
館

時
午
前
９
時
30
分
～
午
後
８
時

（
土
・
日
曜
日
は
、
午
後
７
時

ま
で
）

問
小
出
教
科
書
セ
ン
タ
ー
（
魚
沼

市
立
小
出
小
学
校
内
）

　

☎
０
２
５
─

７
９
２
─

０
０
４
１

夏
休
み
に
留
学
生
と
英
語
漬
け

の
１
日
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ビ
レ
ッ
ジ

内
英
語
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

ア
ウ
ト
ド
ア
パ
ー
テ
ィ
ー

日
８
月
４
日
㈫

会
国
際
大
学
、
八
海
山
麓
サ
イ
ク

リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

対
市
内
の
中
学
生
（
40
人
程
度
）

￥
２
，
５
５
０
円
（
昼
食
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
、
保
険
料
な
ど
の
経

費
を
含
む
）

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ビ
レ
ッ
ジ

内
留
学
生
と
の
交
流
活
動
、
ア
ウ

ト
ド
ア
パ
ー
テ
ィ
ー

日
８
月
17
日
㈪

会
国
際
大
学
、
八
色
の
森
公
園
ほ

か
対
市
内
の
小
学
５
・
６
年
生
（
70

人
程
度
）

￥
２
，
４
５
０
円
（
昼
食
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
、
保
険
料
な
ど
の
経

費
を
含
む
）

共
通
事
項

〆
７
月
３
日
㈮

他
開
催
要
項
（
申
込
書
）
は
、
各

学
校
、
学
校
教
育
課
ま
で

問
学
校
教
育
課

　

☎
７
７
７
─

３
１
１
８

市道余川川窪線の道路改良工事による
交通止め

　欠之上地区から川窪地区の市道余川川窪線道路改良
工事にともない交通規制を行います。
・期　　間：11月下旬まで（予定）
・規制内容：全面通行止め（終日）
※規制内容などに変更がある場合は、市ウェブサイト

と市報でお知らせします

問南魚沼地域振興局
　地域整備部 道路課
　☎ 772-7957
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日会￥〆内定期資持時対他講申
・
問

FAX

平成₂₇年度の国民健康保険税 問 税務課 市民税係
　 ☎773-6668

医療給付費分
（全加入者が対象）

後期高齢者支援金分
（全加入者が対象）

介護納付金分
（₄₀歳～₆₄歳が対象）

所得割（加入者の前年の所得に対して） 6.86% 2.25% 2.01%
均等割（加入者１人あたり） 25,200円 　 11,100円 　 14,400円 　
平等割（１世帯あたり） 22,300円 　
課税限度額 520,000円 　 170,000円 　 160,000円 　

国民健康保険税の税率表
　平成27年度の国民健康保険税の税率は、平成26年度と同じです。

国民健康保険税の減免
　世帯の所得が著しく減少し、生活が困難となったときや、災害で重大な損害をうけたときは、
世帯状況や損害程度に応じて国民健康保険税が減免できる場合があります。減免を受けるには、
毎年申請が必要です。詳しくは、市民税係に問い合わせください。

国民健康保険の届出は速やかに
　国民健康保険の加入・脱退の届出は14日以内に行ってください。

●加入の届出が
　遅れると

●脱退の届出が
　遅れると

・資格を得た月までさかのぼり、国民健康保険税を納めなければなりません。
・保険証がない期間に医療を受けると、その医療費は全額自己負担となります。

・納める必要のない国民健康保険税が課税されます。
・社会保険の加入後に国民健康保険の保険証で医療を受けた場合は、国保が

負担した医療費を返還していただきます。

課税の限度額引き上げ
変更前 変更後

医療給付費分 510,000円 520,000円
後期高齢者支援金分 160,000円 170,000円
介護納付金分 140,000円 160,000円
合計 810,000円 850,000円

　平成27年度から、国民健康保険税の課
税限度額が引き上げられ、国民健康保険
の課税限度額計が810,000円から850,000
円に変更となります。

低所得者にかかる保険税の軽減拡充
　平成27年度から国民健康保険税の軽減判定の所得額が変更になり、対象範囲が拡充されます。

※特定同一世帯所属者：国民健康保険から後期高齢者医療制度に移行し、移行後も世帯主と世帯構成に変更のない人

軽減割合 変更前 変更後
７割 総所得金額が330,000円以下の世帯 （変更なし）

５割
総所得金額が（245,000円×被保険者と
特定同一世帯所属者の数）＋330,000円
以下の世帯

総所得金額が（260,000円×被保険者と
特定同一世帯所属者の数）＋330,000円
以下の世帯

２割
総所得金額が（450,000円×被保険者と
特定同一世帯所属者の数）＋330,000円
以下の世帯

総所得金額が（470,000円×被保険者と
特定同一世帯所属者の数）＋330,000円
以下の世帯
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社
、
社
会
福
祉
法
人
若
葉
会
の
13

の
事
業
所
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

（
登
録
順
）

詳
し
く
は
、
新
潟
県
男
女
平
等

社
会
推
進
課
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
は
新
潟
県
男
女
平
等

推
進
相
談
室
に
電
話
く
だ
さ
い

・
周
り
の
人
と
う
ま
く
つ
き
あ
え

な
い

・
夫
や
妻
が
理
解
し
て
く
れ
な
い

・「
女
だ
か
ら
…
」「
男
だ
か
ら
…
」

と
頑
張
り
す
ぎ
て
し
ま
う

・
家
族
の
こ
と
を
相
談
し
た
い

・
生
き
方
を
見
つ
め
直
し
た
い

・
思
春
期
、
更
年
期
の
息
苦
し
さ

を
話
し
た
い　

な
ど

　

専
任
の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

☎
０
２
５
─

２
８
５
─

６
６
０
５

FAX
０
２
５
─

２
８
５
─

６
６
１
２

メ
ー
ル soudan@

m
inos.ocn.ne.jp

受
付
時
間　

月
～
金
曜
日
：
午
前

11
時
～
午
後
６
時
、
土
曜
日
：

午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
日
曜
・
祝
祭
日
、
年
末
年
始
は

休
み
。
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
は

24
時
間
受
付
け 

南
魚
沼
市
男
女
共
同
参
画
推
進
市

民
会
議
（
ハ
ー
モ
ニ
ー
）
会
員
募

集
中

不
育
症
医
療
費
の
助
成

　

平
成
27
年
度
か
ら
、
不
育
症
治

療
を
受
け
た
人
を
対
象
に
医
療
費

を
助
成
し
ま
す
。

不
育
症
と
は　

妊
娠
し
て
も
、
流

産
、
死
産
を
繰
り
返
す
状
態
を

い
い
ま
す
。
検
査
・
治
療
を
す

れ
ば
、
80
％
以
上
の
人
が
出
産

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
新
潟
県
内
の
医
療
機
関
で
不
育

症
と
診
断
さ
れ
、
治
療
の
必
要

性
が
認
め
ら
れ
る

②
治
療
期
間
・
申
請
日
に
、
夫
か

妻
の
住
所
が
市
内
に
あ
る

③
１
回
の
治
療
期
間
の
初
日
に
、

妻
が
満
43
歳
未
満

※
条
件
を
満
た
せ
ば
、
助
成
回
数

に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

内
医
療
機
関
で
受
け
た
保
険
診
療

適
用
外
の
検
査
費
と
治
療
費
が

助
成
対
象
。（
入
院
時
の
差
額

ベ
ッ
ド
代
、
食
事
代
、
文
書
料

は
対
象
外
）
１
回
の
治
療
あ
た

り
10
万
円
が
助
成
上
限
額

必
要
書
類　

不
育
症
医
療
費
助
成

事
業
申
請
書
、
不
育
症
医
療
費

受
診
等
証
明
書
、
医
療
機
関
発

行
の
領
収
書
・
診
療
明
細
書

※
用
紙
は
、
本
庁
舎
南
分
館
２
階

保
健
課
ま
で
（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）

〆
治
療
が
終
了
し
た
日
の
翌
日
を

含
む
月
末
か
ら
６
か
月
以
内

申
・
問
保
健
課

　

☎
７
７
３
─

６
８
１
１

男
女
共
同
参
画
週
間

　

６
月
23
日
～
29
日
は
、「
男
女

共
同
参
画
週
間
」
で
す
。
今
年
度

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
地
域

力
×
女
性
力=

無
限
大
の
未
来
」。

　

市
で
は
、「
男
女
共
同
参
画
社

会
に
向
け
た
意
識
づ
く
り
」「
ワ

ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

ま
ち
づ
く
り
」「
男
女
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
男

女
が
と
も
に
参
画
す
る
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
標
に
「
第
２

次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
を

策
定
し
、
男
女
共
同
参
画
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

暮
ら
し
や
す
く
、
元
気
な
地
域

社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
女
性

の
活
躍
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必

要
で
す
。
女
性
な
ら
で
は
の
考
え

方
や
視
点
で
、
活
力
あ
る
地
域
づ

く
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
身
近
な

女
性
の
活
躍
を
、
み
ん
な
で
応
援

し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
内
閣
府
男
女
共
同

参
画
局
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
会
社
も
ハ
ッ
ピ
ー
・
パ

ー
ト
ナ
ー
企
業
に
な
り
ま
せ
ん
か

新
潟
県
で
は
、
男
女
が
と
も
に

働
き
や
す
く
、
仕
事
と
家
庭
生
活

が
両
立
で
き
る
職
場
環
境
を
整

え
、
女
性
労
働
者
の
育
成
・
登
用

な
ど
に
、
積
極
的
に
取
り
組
む
企

業
な
ど
を
「
ハ
ッ
ピ
ー
・
パ
ー
ト

ナ
ー
企
業
（
新
潟
県
男
女
共
同
参

画
推
進
企
業
）」と
し
て
登
録
し
、

そ
の
取
組
み
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

対
象
は
新
潟
県
内
に
活
動
拠
点

が
あ
り
、
事
業
活
動
を
行
う
企

業
・
法
人
・
団
体
で
す
。

市
内
で
は
、
現
在
、
医
療
法
人

社
団
萌
気
会
、
社
会
福
祉
法
人
桐

鈴
会
、
高
橋
建
設
株
式
会
社
、
株

式
会
社
我
伊
野
建
設
、
塩
沢
信
用

組
合
、
南
魚
沼
市
、
株
式
会
社
島

田
組
、
魚
沼
み
な
み
農
業
協
同
組

合
、
桜
井
建
設
株
式
会
社
、
医
療

法
人
齋
藤
記
念
病
院
、
有
限
会
社

吉
田
電
気
、
五
十
沢
建
設
合
資
会

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、
学

習
会
、
講
演
会
な
ど
、
楽
し
み
な

が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
る
仲
間

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
市
内
在
住

で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
大
歓

迎
！
個
人
、
団
体
、
グ
ル
ー
プ
単

位
で
も
、自
由
に
入
会
で
き
ま
す
。

問
企
画
政
策
課

　

☎
７
７
３
─

６
６
７
２

注
意
く
だ
さ
い

自
動
交
付
機
・
住
基
ネ
ッ

ト
サ
ー
ビ
ス
の
一
時
停
止

自
動
交
付
機
停
止　

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
機
器
更
改
の
た
め
、
自
動
交

付
機
が
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

日
６
月
27
日
㈯ 

本
庁
舎
：
午
前
９

時
～
11
時
、
大
和
・
塩
沢
庁
舎
：

午
前
９
時
～
午
後
０
時
30
分

住
基
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
停
止　

電

子
機
器
更
改
の
た
め
、
全
庁
舎

で
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

発
行
、広
域
交
付
住
民
票
申
請
、

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
な
ど
が
で
き
ま
せ
ん
。

日
７
月
１
日
㈬　

終
日

問
市
民
課 

市
民
係

　

☎
７
７
３
─

６
６
６
１
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金
城
の
里　

臨
時
休
館

　

機
械
室
の
配
管
修
理
工
事
の
た

め
、臨
時
休
館
し
ま
す
。
期
間
中
、

金
城
の
里
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

注
意
く
だ
さ
い
。

期
６
月
22
日
㈪
～
25
日
㈭

問
廃
棄
物
対
策
課

　

☎
７
８
２
─

０
３
３
９

　

金
城
の
里

　

☎
７
８
２
─

１
７
３
９

心
豊
か
な
子
育
て
教
室

「
そ
だ
ち
学
級
」

対
０
～
３
歳
の
乳
幼
児
と
そ
の
保

護
者
な
ど

￥
無
料（
保
険
料
１
人
10
円
負
担
）

申
不
要
（
直
接
会
場
ま
で
）

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
こ
し
く

だ
さ
い
。
お
住
い
の
地
域
以
外

の
会
場
に
も
参
加
で
き
ま
す

大
和
地
域 

第
１
回

日
６
月
27
日
㈯

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
～
）

会
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館

内
「
み
ん
な
集
ま
れ
～
楽
し
く
体

を
動
か
そ
う
」

六
日
町
地
区 

第
１
回

日
７
月
４
日
㈯

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
～
）

会
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー

内
「
七
夕
か
ざ
り
を
作
ろ
う
♪
」

大
巻
・
城
内
・
五
十
沢
３
地
区
合

同
開
催 

第
１
回

日
７
月
４
日
㈯

　

午
前
10
時
～
11
時
20
分

　

（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
～
）

会
五
日
町
保
育
園

内
「
み
ん
な
で
水
あ
そ
び
♪
」

持
飲
み
も
の
、
タ
オ
ル
、
着
替
え

（
濡
れ
て
も
よ
い
服
装
）

問
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
７
７
３
─

６
６
１
１

若
者
支
援
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
・
セ
ミ
ナ
ー
」

「
気
持
ち
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ

な
い
」「
対
人
関
係
が
う
ま
く
い

か
な
い
」
な
ど
の
悩
み
や
苦
手
感

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
ゲ
ー
ム
感

覚
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
楽
し
み

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
や
感

じ
方
に
触
れ
な
が
ら
、
人
と
交
流

す
る
楽
し
さ
を
感
じ
て
み
ま
し
ょ

う
！

日
７
月
９
日
㈭

時
午
後
２
時
～
３
時
30
分

会
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン

タ
ー
２
階 

音
楽
室

対
16
～
39
歳

講
川
島
崇
照
さ
ん
（
川
島
崇
照
メ

ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
オ

フ
ィ
ス
）

申
不
要
（
直
接
会
場
ま
で
）

問
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
７
７
３
─

６
６
１
１

「
わ
が
子
の
自
立
を
願
う

家
族
の
集
い
」
特
別
版

隔
月
１
回
、
当
事
者
家
族
の
み

な
さ
ん
と
の
情
報
交
換
を
中
心
に

開
催
し
て
い
る「
家
族
の
集
い
」。

ひ
き
こ
も
り
支
援
や
家
族
支
援

を
研
究
し
て
い
る
斎
藤
ま
さ
子
さ

ん
の
講
話
が
あ
る
特
別
版
を
開
催

し
ま
す
。
講
話
の
後
は
、
講
師
を

囲
み
、
参
加
者
も
一
緒
に
語
り
合

う
予
定
で
す
。

就
学
や
就
労
に
と
ま
ど
う
若
者

を
家
族
と
し
て
ど
う
理
解
し
、
ど

う
支
え
た
ら
よ
い
か
、
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
７
月
11
日
㈯　

午
後
１
時
30
分

～
午
後
３
時
30
分

会
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン

タ
ー
２
階 

セ
ン
タ
ー
広
場

講
斎
藤
ま
さ
子
さ
ん
（
新
潟
青
陵

大
学
教
授
）

定
20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
切
り

申
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

〆
７
月
６
日
㈪

問
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
７
７
３
─

６
６
１
１

新
潟
県
看
護
協
会
南
魚
沼

支
部
通
常
集
会
記
念
講
演

「
よ
り
よ
い
人
生
の
最
期
を

　
　
　
　
　
　

迎
え
る
た
め
に
」

も
し
、
自
分
や
家
族
が
人
工
呼

気
器
、
胃
ろ
う
な
ど
の
延
命
治
療

の
選
択
に
迫
ら
れ
た
ら
、
ど
う
し

ま
す
か
。
望
ん
だ
最
期
を
迎
え
る

た
め
の
準
備
を
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
７
月
11
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

（
受
付
：
午
後
１
時
～
）

講
島
田
千
穂
さ
ん
（
東
京
都
健
康

長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所 

福
祉
と
生
活
ケ
ア
チ
ー
ム 

研

究
員
）

申
不
要　
　

￥
無
料

会
北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学
院 

北
里
ホ
ー
ル
視
聴
覚
講
義
室

送
迎
バ
ス　

往
路
：
Ｊ
Ｒ
浦
佐
駅

東
口
午
後
１
時
発
、
復
路
：
北

里
ホ
ー
ル
前
午
後
３
時
発

問
南
魚
沼
市
立
ゆ
き
ぐ
に
大
和
病

院
（
齊
藤
）

　

☎
７
７
７
─

２
１
１
１（
代
表
）

平
成
27
年
度
高
次
脳
機
能

障
が
い
者「
家
族
の
つ
ど
い
」

病
気
や
事
故
で
脳
に
障
が
い
を

受
け
、
記
憶
力
、
注
意
力
、
計
画

的
に
物
事
に
取
り
組
む
能
力
や
意

欲
の
低
下
、
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
難
し
く
な
る
な
ど
の
状
態
を

「
高
次
脳
機
能
障
が
い
」
と
い
い

ま
す
。
外
見
か
ら
は
わ
か
り
に
く

い
障
が
い
の
た
め
、
周
囲
か
ら
理

解
さ
れ
ず
、
本
人
や
家
族
は
不
安

や
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
す
。

家
族
の
み
な
さ
ん
で
、
日
ご
ろ

の
悩
み
や
苦
労
を
語
り
合
い
ま
せ

ん
か
。

日
８
月
20
日
㈭
、
10
月
8
日
㈭
、

12
月
10
日
㈭
、
平
成
28
年
２
月

18
日
㈭

※
ど
の
回
か
ら
で
も
参
加
可

会
新
潟
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
〔
新
潟
市
中
央
区
上
所
２

丁
目
２
─

３
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ

ラ
ザ 

ハ
ー
ト
館
〕

対
高
次
脳
機
能
障
が
い
者
の
家
族

申
開
催
日
の
お
お
む
ね
１
週
間
前

ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い

問
新
潟
県
高
次
脳
機
能
障
害
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
（
新
潟
県
精
神

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
０
２
５
─

３
６
５
─

０
１
７
７
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普
通
救
命
講
習
会

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、

応
急
手
当
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
心

肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
の
取
扱
い
な
ど
の

実
技
を
中
心
に
し
た
講
習
会
で
す
。

日
７
月
５
日
㈰（
３
署
同
時
開
催
）

定
各
会
場
30
人
程
度　
　

￥
無
料

他
受
講
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し

ま
す
。
実
技
の
で
き
る
服
装
で

お
こ
し
く
だ
さ
い
。

南
魚
沼
市
消
防
署
会
場

時
午
後
１
時
～
４
時

申
・
問
警
防
課 

救
急
係

　

☎
７
８
２
─

５
３
３
１

南
魚
沼
市
消
防
署
大
和
分
署
会
場

時
午
後
１
時
～
４
時

申
・
問
大
和
分
署 

警
防
係

　

☎
７
７
９
─

４
６
０
０

湯
沢
消
防
署
会
場

時
午
前
９
時
～
正
午

会
湯
沢
消
防
署
〔
湯
沢
町
大
字
神

立
〕

申
・
問
湯
沢
消
防
署 

庶
務
係

　

☎
７
８
４
─

３
３
７
７

狩
猟
免
許
取
得
希
望
者

講
習
会
参
加
者
募
集

狩
猟
免
許
の
取
得
を
め
ざ
す
人

を
対
象
に
、
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

日
７
月
26
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

会
南
魚
沼
地
域
振
興
局

免
許
の
種
類　

網
、
わ
な
、
第
１

種
銃
、
第
２
種
銃
（
空
気
銃
）

〆
７
月
13
日
㈪　
　

￥
無
料

申
・
問
南
魚
沼
環
境
セ
ン
タ
ー

　

☎
７
７
２
─

８
１
５
４

市
民
セ
ミ
ナ
ー
料
理
教

室
参
加
者
募
集

　

７
月
は
夏
の
お
も
て
な
し
料
理

で
す
。

メ
ニ
ュ
ー　

鯵
の
南
蛮
漬
け
、
胡

瓜
の
サ
ー
モ
ン
重
ね
、
ミ
ニ
ト

マ
ト
の
み
つ
煮
、
南
瓜
プ
リ
ン

日
７
月
13
日
㈪

　

午
前
10
時
～
正
午

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

申
込
み
期
間　

６
月
18
日
㈭
～
25

日
㈭

会
塩
沢
公
民
館 

調
理
実
習
室

対
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

講
木
村
多
美
子
さ
ん

￥
８
０
０
円
（
当
日
集
金
）

持
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、ふ
き
ん
、

台
ふ
き
、
持
ち
帰
り
用
器
、
筆

記
用
具

定
各
20
人
（
先
着
順
）

申
・
問
大
和
公
民
館

　

☎
７
７
７
─

４
６
７
１

高
齢
者
生
き
が
い
学
習

会
参
加
者
募
集

古
文
書
解
読
講
座

日
７
月
15
日
㈬
か
ら
毎
月
第
１
・

３
水
曜
日
に
開
催
（
詳
細
は
参

加
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

時
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
大
和
公
民
館　
　

￥
無
料

申
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

問
大
和
公
民
館

　

☎
７
７
７
─

４
６
７
１

ゆ
か
た
着
付
け
講
座

　

凛り
ん

と
し
た
ゆ
か
た
姿
に
変
身
し

て
、
夏
祭
り
や
花
火
大
会
に
出
か

け
ま
し
ょ
う
。

日
・
内

７
月
９
日
㈭　

「
ひ
と
り
で
着
付

け
」（
自
分
で
支
度
で
き
る
よ

う
に
稽
古
し
ま
す
）

７
月
10
日
㈮　

「
帯
結
び
を
極
め

る
」（
半
幅
帯
の
帯
結
び
を
し

っ
か
り
と
稽
古
し
ま
す
。
ち
ょ

う
結
び
、
貝
の
口
、
応
用
）

※
１
日
だ
け
の
参
加
も
可

時
午
後
７
時
～
９
時

会
塩
沢
公
民
館 

和
室

対
市
内
在
住
か
在
勤
の
女
性
（
中

高
生
も
大
歓
迎
。
た
だ
し
、
保

護
者
の
同
意
と
送
迎
が
必
要
）

￥
各
回
５
０
０
円
（
当
日
集
金
）

講
髙
橋
信
子
さ
ん

持
ゆ
か
た
、半
幅
帯
、伊
達
締
め
、

腰
ひ
も
１
～
２
本
、
肌
着
（
キ

ャ
ミ
ソ
ー
ル
と
ス
パ
ッ
ツ
で
も

可
）、
衿
先
ベ
ル
ト
（
持
っ
て

い
る
人
の
み
）、
補
正
用
小
物

（
タ
オ
ル
で
も
可
）

申
・
問
塩
沢
公
民
館

　

☎
７
８
２
─

０
１
０
０

第
11
回
市
民
登
山

日
光
白
根
山
参
加
者
募
集

～
日
本
百
名
山　

関
東
以
北
最
高

峰　

３
６
０
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
～

日
８
月
９
日
㈰
（
日
帰
り
）

行
き
先　

日
光
白
根
山〔
標
高
２
，

５
７
８
ｍ
〕

コ
ー
ス　

日
光
白
根
山
ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
・
白
根
山
ル
ー
ト
山
頂
往

復
コ
ー
ス
（
約
５
時
間
）

集
合　

午
前
５
時　

南
魚
沼
市
役

所
本
庁
舎

対
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

小
学
５
年
生
以
上
。
健
康
で
、

自
力（
各
自
の
責
任
）で
登
山
・

下
山
で
き
る
人

※
小
学
生
は
要
保
護
者
同
伴

定
50
人
（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
（
応

募
状
況
で
、
定
員
数
を
変
更
す

る
場
合
あ
り
）

￥
８
，
５
０
０
円
（
日
光
白
根
山

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
料
金
、
入
浴
料

含
む
）

〆
６
月
30
日
㈫

申
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係
に
電
話
で
仮

予
約
後
、生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係（
市

民
会
館
）、
大
和
・
塩
沢
公
民

館
で
申
込
み
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
参
加
料
を
添
え
て

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項　

天
候
な
ど
に
よ
り
日

程
を
変
更
・
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
食
事
な
ど
、
必
要

な
も
の
は
各
自
で
用
意
し
て
く

だ
さ
い
。
締
切
り
日
以
降
の
キ

ャ
ン
セ
ル
は
、
参
加
料
を
返
金

で
き
ま
せ
ん
。

問
社
会
教
育
課 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

　

☎
７
７
３
─

６
６
３
０
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南
魚
沼
市
図
書
館

「
若
手
女
子
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
３
人
展
」

期
６
月
28
日
㈰
ま
で

地
元
の
若
手
女
性
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
３
人
の
作
品
展
を
開
催
中
。
３

人
の
個
性
的
な
作
品
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

・
桑
原
奈
津
子
さ
ん
…
ボ
ー
ル
ペ

ン
と
色
鉛
筆
で
笑
顔
に
な
る
よ

う
な
楽
し
い
絵
を
描
き
ま
す
。

・
南
雲
め
ぐ
み
さ
ん
…
ボ
ー
ル
ペ

ン
で
植
物
の
美
し
さ
と
繊
細
さ

を
精
密
に
描
き
ま
す
。

・
鈴
木
明
日
翔
さ
ん
…
フ
ァ
ン
タ

ジ
ッ
ク
で
空
間
の
広
が
り
を
感

じ
る
よ
う
な
絵
を
描
き
ま
す
。

会
・
問
南
魚
沼
市
図
書
館

　

☎
７
７
３
─

６
６
７
７

兼
続
公
ま
つ
り　

お
六
流

し
参
加
者
・
団
体
募
集

兼
続
公
ゆ
か
り
の
民
謡
で
踊
る

「
お
六
流
し
」
を
盛
り
上
げ
ま
し

ょ
う
。個
人
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

日
７
月
18
日
㈯

　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

会
兼
続
通
り
商
店
街
ま
つ
り
会
場

〆
６
月
25
日
㈭

申
・
問
兼
続
公
ま
つ
り
実
行
委
員

日会￥〆内定期資持時対他講申
・
問

FAX

会 

お
六
流
し
部
（
六
日
町
観

光
協
会
）

　

☎
７
７
０
─

１
１
７
３

借
金
問
題
相
談
会

借
金
返
済
、
多
重
債
務
で
お
悩

み
の
人
は
、ぜ
ひ
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
。
相
談
内
容
や
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

日
７
月
７
日
㈫

　

午
前
11
時
～
午
後
３
時
30
分

会
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
１
階

　

相
談
室

※
予
約
は
先
着
順
で
受
付
け

申
・
問
県
司
法
書
士
会　

小
林

　

☎
７
８
２
─

６
１
０
１

休
日
労
働
相
談
会

労
働
に
関
す
る
悩
み
ご
と
や
相

談
に
、
労
働
基
準
監
督
署
職
員
、

社
会
保
険
労
務
士
、
労
働
相
談
所

職
員
が
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

￥
無
料　
　

申
予
約
不
要

日
６
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰

　

午
後
１
時
～
４
時

会
長
岡
地
域
振
興
局
〔
長
岡
市
沖

田
２
─

１
７
３
─

２
〕

※
通
常
の
労
働
相
談
も
利
用
く
だ

さ
い
。（
祝
祭
日
を
除
く
月
～

金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
）
弁
護
士
や
産
業

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談
も

１
回
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す

（
要
予
約
）

問
新
潟
県
長
岡
労
働
相
談
所

☎
０
２
５
８
─

３
７
─

６
１
１
０

商
工
業
者
な
ど
を
対
象
と

し
た
無
料
法
律
相
談
会

新
潟
県
商
工
会
連
合
会
で
は
、

商
工
業
者
な
ど
を
対
象
に
、
弁
護

士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

相
談
は
１
件
30
分
程
度
で
、
予

約
制
で
す
。
事
前
に
電
話
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

日
７
月
３
日
㈮

　

午
前
10
時
～
正
午

会
・
申
・
問
大
和
商
工
会

　

☎
７
７
７
─

３
５
０
０

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

～
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
～

①
家
庭
内
（
夫
婦
・
親
子
・
結
婚
・

離
婚
・
相
続
な
ど
）、
親
族
間
、

近
隣
間
の
も
め
ご
と
、
悩
み
ご

と
な
ど
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中

で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

②
い
じ
め
、
体
罰
、
女
性
差
別
、

外
国
人
差
別
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

差
別
問
題

日
７
月
２
日
㈭

　

午
後
１
時
～
４
時

会
塩
沢
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

　

健
康
相
談
室

【
最
寄
り
の
人
権
擁
護
委
員
】

・
木
村
惠
美
子
〔
君
沢
〕

　

☎
７
８
３
─

３
８
０
７

・
阿
部　

正
廣
〔
島
新
田
〕

　

☎
７
８
２
─

０
８
５
０

・
髙
橋　

文
子
〔
中
子
新
田
〕

　

☎
７
８
２
─

４
９
３
７

問
法
務
局 

南
魚
沼
支
局

　

☎
７
７
２
─

３
７
４
２

高
卒
者
用
求
人
の
受
付

を
開
始
し
ま
す

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼
で
は
、

６
月
22
日
㈪
か
ら
平
成
28
年
３
月

高
校
卒
業
予
定
者
の
求
人
受
付
を

開
始
し
ま
す
。
可
能
性
を
秘
め
た

高
校
生
が
、
就
職
に
向
け
て
、
求

人
を
待
っ
て
い
ま
す
。
企
業
力
ア

ッ
プ
に
向
け
て
、
ぜ
ひ
検
討
く
だ

さ
い
。
大
卒
者
な
ど
の
求
人
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

　

☎
７
７
２
─

３
１
５
７

道
の
駅
南
魚
沼
「
雪
あ

か
り
」
大
感
謝
祭

開
設
さ
れ
て
ま
も
な
く
３
年
が

経
つ
道
の
駅
南
魚
沼
で
、
大
感
謝

祭
を
開
催
し
ま
す
。

直
売
所
「
四
季
味
わ
い
館
」、

食
事
処
「
た
っ
ぽ
家
」、
今
泉
記

念
館
で
楽
し
い
催
し
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

日
６
月
28
日
㈰

問
四
季
味
わ
い
館

　

☎
７
８
３
─

３
９
８
３

　

今
泉
記
念
館

　

☎
７
８
３
─

４
５
０
０
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に
い
が
た
「
な
り
わ
い
の

匠
」
認
定
制
度
説
明
会

新
潟
県
で
は
、
農
山
漁
村
地
域

で
の
農
業
技
術
や
農
産
物
加
工
、

郷
土
文
化
、自
然
観
察
の
分
野
で
、

体
験
指
導
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

と
し
て
期
待
さ
れ
る
人
を
「
に
い

が
た
『
な
り
わ
い
の
匠
』」
に
認

定
し
て
い
ま
す
。
南
魚
沼
地
域
で

は
現
在
１
３
０
人
が
活
動
中
で
す
。

認
定
を
受
け
た
い
人
や
、
興
味

の
あ
る
人
は
、
電
話
な
ど
で
申
込

み
、
参
加
く
だ
さ
い
。

日
６
月
29
日
㈪

　

午
後
６
時
30
分
～
７
時
30
分

会
南
魚
沼
地
域
振
興
局
１
階

　

第
１
会
議
室

〆
６
月
26
日
㈮

申
・
問
南
魚
沼
地
域
振
興
局 

農
林

振
興
部 

企
画
振
興
課
（
平
原
）

　

☎
７
７
２
─

３
９
１
８

山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

近
年
、
山
地
の
崩
壊
・
土
石

流
・
地
す
べ
り
な
ど
の
山
地
災
害

が
多
発
し
、
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
新
潟
県
で
は
「
歴

史
あ
る 

山
の
み
ど
り
が 

地
域
を

守
る
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

６
月
30
日
㈫
ま
で
「
山
地
災
害
防

止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

「
山
に
亀
裂
が
走
る
」「
山
か

ら
石
が
落
ち
て
く
る
」「
山
の
わ

き
水
が
止
ま
る
、
増
え
る
」「
川

が
に
ご
る
、水
位
が
さ
が
る
」「
井

戸
水
が
に
ご
る
」
な
ど
は
、
山
地

災
害
前
の
危
険
信
号
で
す
。

危
険
を
感
じ
た
ら
、
早
め
に
指

定
さ
れ
た
場
所
へ
避
難
し
て
く
だ

さ
い
。
災
害
が
起
こ
っ
た
ら
、
す

ぐ
に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

ふ
だ
ん
か
ら
家
族
や
地
域
で
、

山
崩
れ
の
恐
れ
が
あ
る
場
所
や
避

難
場
所
を
話
し
合
い
、
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

問
農
林
課

　

☎
７
７
３
─

６
６
６
３

　

南
魚
沼
地
域
振
興
局 

農
林
振

興
部

　

☎
７
７
２
─

８
２
７
０

ネ
パ
ー
ル
地
震
救
援
金
受
付

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
ネ
パ
ー

ル
地
震
の
救
援
金
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

期
７
月
31
日
㈮
ま
で

募
金
箱
の
場
所　

本
庁
舎
福
祉

課
、大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

次
の
義
援
金
も
受
付
中
で
す

・
東
日
本
大
震
災
（
平
成
28
年
３

月
31
日
ま
で
）

・
長
野
県
神
城
断
層
地
震
災
害

（
９
月
30
日
ま
で
）

募
金
箱
の
場
所　

本
庁
舎
福
祉

課
、
大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン

タ
ー
、
大
和
・
中
央
・
塩
沢
公

民
館
、
ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院
、

城
内
診
療
所

協
力
に
感
謝
し
ま
す
。

問
福
祉
課 
高
齢
福
祉
係

☎
７
７
３
─

６
６
６
７

求
職
者
支
援
訓
練

Ｏ
Ａ
簿
記
科
７
月
開
講

（
訓
練
番
号
：
４
─

２
７
─

１
５
─

０
２
─

０
３
─

０
０
３
４
）

期
７
月
21
日
㈫
～
11
月
20
日
㈮

〆
６
月
29
日
㈪

￥
無
料
（
別
途
教
材
費
１
４
，
４

４
８
円
が
必
要
）

申
住
居
地
を
管
轄
す
る
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
詳
細
は
、
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

問
魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル

　

☎
７
７
２
─

４
５
５
４

求
職
者
支
援
訓
練

簿
記
Ｏ
Ａ
事
務
科　

受
講
生
募
集

期
８
月
19
日
㈬
～
11
月
18
日
㈬

〆
７
月
29
日
㈬

内
簿
記
、
仕
訳
、
就
職
支
援
、
文

書
作
成
、
帳
票
作
成
技
能
習
得

（
基
礎
か
ら
学
習
）

￥
無
料
（
別
途
教
材
費
１
０
，
８

２
２
円
が
必
要
）

定
10
人

申
住
居
地
を
管
轄
す
る
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い

会
・
問
目
黒
総
合
ゼ
ミ
ナ
ー
ル〔
魚

沼
市
堀
之
内
〕

☎
０
８
０
─

３
１
９
４
─

６
３
６
１

新
潟
県
農
業
総
合
研
究
所

中
山
間
地
農
業
技
術
セ
ン

タ
ー
ふ
れ
あ
い
参
観
デ
ー

農
業
研
究
機
関
の
紹
介
と
農
業

を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
施
設
の
一
般
開
放
を
行

い
ま
す
。

日
７
月
11
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

内
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
収
穫
体
験

（
中
学
生
以
下
限
定
）、
花
摘

み
体
験
な
ど
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン

づ
く
り
体
験
、
珍
し
い
野
菜
や

花
の
展
示
な
ど

￥
無
料

会
・
問
新
潟
県
農
業
総
合
研
究
所

中
山
間
地
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

〔
長
岡
市
川
口
牛
ヶ
島
〕

　

☎
０
２
５
８
─

８
９
─

２
３
３
０

「
ナ
ナ
シ
で
朝
市
」
開
催

日
６
月
21
日
～
11
月
15
日
の

　
　
　

毎
日
曜
日
（
雨
天
決
行
）

会
塩
沢
中
央
公
園
ス
テ
ー
ジ
広
場

時
午
前
７
時
～
９
時

農
産
物
、農
産
物
加
工
品
、コ
ー

ヒ
ー
な
ど
の
販
売
の
他
に
、
第
３

日
曜
日
に
は
朝
ご
は
ん
を
食
べ
ら

れ
る
コ
ー
ナ
ー
の
出
店
も
あ
り
ま

す
。
出
店
者
も
募
集
中
！

問
ナ
ナ
シ
で
朝
市
事
務
局（
高
井
）

☎
０
９
０
─

８
２
５
１
─

７
４
３
３

６
月
21
日
㈰
午
前
10
時
〜

「
ナ
ナ
シ
の
マ
ル
シ
エ

　
　
　
　

〜
夏
隣
り
市
〜
」
開
催  

東日本大震災 76,338円（※）

南木曽町豪雨災害 14,043円　　

京都府・兵庫県丹波市豪雨災害 9,427円　　

徳島県台風11号・12号災害 3,104円　　

広島県大雨災害 6,737円　　

長野県神城断層地震 4,507円　　

※東日本大震災南魚沼市愛と義の義援金の受付終
了後の合計額741,209円

平成26年度の義援金額
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全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人

権
１
１
０
番
強
化
週
間
」

新
潟
地
方
法
務
局
と
新
潟
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
６
月

22
日
㈪
～
28
日
㈰
を
「
子
ど
も
の

人
権
１
１
０
番
強
化
週
間
」
と
し

て
、
法
務
局
職
員
や
人
権
擁
護
委

員
が
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
電

話
相
談
に
応
じ
ま
す
。
土
・
日
曜

日
も
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
利

用
く
だ
さ
い
。

日
６
月
22
日
㈪
～
26
日
㈮
：

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　

６
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰
：

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

内
い
じ
め
、
体
罰
、
虐
待
な
ど
、

広
く
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る

相
談

相
談
電
話
番
号

☎
０ぜ

ろ
い
ち
に
い
ぜ
ろ

１
２
０
─

０ぜ
ろ
ぜ
ろ
な
な
の

０
７
─

１ひ
ゃ
く
と
お
ば
ん

１
０

（
全
国
共
通・フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま

せ
ん

問
法
務
局 

南
魚
沼
支
局

　

☎
７
７
２
─

３
７
４
２

関
越
自
動
車
道　

昼
夜
連

続
１
車
線
規
制
の
実
施

関
越
自
動
車
道
で
は
、
橋
梁
・

舗
装
補
修
工
事
の
た
め
、
上
下
線

で
昼
夜
連
続
１
車
線
規
制
を
実
施

中
で
す
。

期
９
月
30
日
㈬
ま
で

※
７
月
18
日
㈯
～
20
日（
月
・
祝
）、

８
月
１
日
㈯
～
３
日
㈪
、
８
月

６
日
㈭
～
16
日
㈰
、
９
月
19
日

㈯
～
23
日
（
水
・
祝
）
を
除
く

区
間　

水
上
Ｉ
Ｃ
～
小
千
谷
Ｉ
Ｃ

問
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
お
客
さ
ま

セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０
─

０
２
４
─

０
２
４

　

（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｉ
Ｐ
電
話
は
、
☎

０
３
─

５
３
３
８
─

７
５
２
４
）

シ
リ
ー
ズ
市
民
の
声
⑨

問
秘
書
広
報
室

　

☎
７
７
３
─

６
６
５
８

◇
行
政
区
長
制
度
に
つ
い
て

【
市
民
か
ら
の
意
見
・
提
案
な
ど
】

現
在
の
行
政
区
長
制
度
に
つ
い

て
、
働
き
盛
り
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

は
、
年
間
の
区
長
職
を
全
う
す
る

こ
と
が
非
常
に
大
変
で
す
。
私
の

住
む
地
区
は
、世
帯
数
が
少
な
く
、

役
員
が
順
番
に
回
っ
て
き
ま
す
。

地
域
柄
、
農
家
組
合
長
も
含
め
、

数
年
お
き
に
役
目
を
果
た
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

任
期
中
の
会
議
な
ど
は
会
社
を

休
ん
で
出
席
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
配
布
物
は
家
族
の
負
担
で
処

理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
金

融
機
関
や
役
所
で
行
政
区
長
の
用

を
足
す
の
は
、
平
日
が
前
提
な
の

で
非
常
に
肩
の
荷
が
重
い
で
す
。

ま
た
、
核
家
族
化
、
少
子
化
が
進

み
、
２
代
目
・
３
代
目
と
い
っ
た

後
継
者
が
い
な
い
家
庭
も
珍
し
く

な
い
時
代
で
す
。
行
政
区
長
の
価

値
は
、十
分
に
理
解
で
き
ま
す
が
、

廃
止
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
職

務
内
容
の
軽
減
化
や
手
当
の
見
直

し
な
ど
、
打
開
策
の
検
討
を
お
願

い
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
定

年
退
職
者
を
行
政
区
長
業
務
に
活

用
し
て
は
、い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
市
か
ら
の
返
事
】

行
政
区
長
の
み
な
さ
ん
に
は
、

市
と
区
民
の
橋
渡
し
役
と
し
て
尽

力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝

し
ま
す
。

現
在
、
市
か
ら
行
政
区
長
の
み

な
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
る
業
務

は
、
お
お
む
ね
次
の
６
つ
で
、「
南

魚
沼
市
行
政
区
長
設
置
条
例
施
行

規
則
」
で
規
定
し
て
い
ま
す
。

①
行
政
区
内
の
住
民
に
あ
て
た
通

知
書
、
文
書
な
ど
の
配
布

②
区
民
に
提
出
を
お
願
い
す
る
文

書
な
ど
の
送
達
と
取
り
ま
と
め

③
行
政
区
内
の
公
共
施
設
（
道

路
・
橋
梁
な
ど
）
の
管
理
保
全

に
係
る
市
の
所
管
課
と
の
連
絡

④
受
益
者
負
担
金
や
寄
付
金
に
関

す
る
事
務

⑤
日
本
赤
十
字
社
、
共
同
募
金
会

な
ど
の
業
務
の
賛
助
執
行

⑥
区
民
の
要
望
な
ど
の
取
り
ま
と

め意
見
に
あ
る
と
お
り
、
勤
め
な

が
ら
、
こ
れ
ら
の
業
務
を
す
る
こ

と
に
は
大
変
な
苦
労
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

行
政
区
長
の
制
度
は
、
区
民
の

要
望
の
取
り
ま
と
め
な
ど
、
市
と

区
民
の
橋
渡
し
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
の
ほ
か
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
ま
と
め
役
と
し
て
、
な
く

て
は
な
ら
な
い
存
在
で
、
こ
れ
を

廃
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考

え
ま
す
。

職
務
の
軽
減
に
つ
き
ま
し
て

は
、配
布
文
書
の
負
担
が
大
き
く
、

配
布
文
書
を
減
ら
し
て
ほ
し
い
と

の
要
望
を
行
政
区
長
会
な
ど
で
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け

市
報
に
掲
載
し
、
市
報
以
外
の
配

日会￥〆内定期資持時対他講申
・
問

FAX

布
文
書
を
減
ら
す
よ
う
努
め
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
十
分
に
改
善
で
き

て
い
な
い
面
が
あ
り
ま
す
。
引
き

続
き
、
市
役
所
を
あ
げ
て
啓
発
と

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
改
善
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

提
案
に
あ
り
ま
す
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
活
用
は
、
市

が
お
願
い
し
て
い
る
行
政
区
長
業

務
の
中
で
、
文
書
の
配
布
が
除
か

れ
れ
ば
、
相
当
の
負
担
軽
減
が
図

ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

利
用
し
、
市
内
全
戸
に
個
別
配
布

と
な
る
と
、
多
額
の
経
費
と
仕
分

け
を
含
む
配
布
時
間
が
必
要
と
な

り
、
現
状
で
は
難
し
い
と
考
え
ま

す
。
現
在
の
対
応
で
理
解
・
協
力

く
だ
さ
い
。

手
当
の
見
直
し
は
、
現
在
、
行

政
区
交
付
金
と
し
て
毎
年
総
額

６
２
，
０
０
０
，
０
０
０
円
余
り

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
行
政
区
長

と
し
て
の
苦
労
に
対
し
て
十
分
な

額
で
は
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
現
状
で
の
対
応
に
理
解
く
だ

さ
い
。
業
務
の
大
幅
な
変
動
な
ど

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
見
直
し
を

行
い
ま
す
。

（
担
当
：
総
務
課
）
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池田記念美術館 開館9:00〜17:00
（入館16:30まで）

６月の休館日【水曜日】
☎780-4080　 FAX  777-3815　 URL  http://www.ikedaart.jp

入館料：大人500円／高校生以下無料

第40回山本安雄展  ｜  田園・風 ｜

期６月30日㈫まで
　市内在住の油彩画家・山本安雄さんの個展。画業
60年の区切りに、平成21年以降の大作を中心に展示。
■自作を語る会　６月21日㈰　14:00 ～
※入館料が必要です

ベースボールカードに見る「温故知新」
期10月中旬まで

【次回企画展】庭野泰明　染めの世界展
期７月３日㈮～28日㈫
　十日町市在住の染色家、庭野泰明さんの個展。染
絵作品や着物などを展示します。

☎770-1173　 FAX  770-1183
入館料：大人 500 円／小中高 250 円

URL  http://www.m-uonuma.jp/m-artstation/

第２期 色彩は遊ぶ
期７月４日㈯〜11月23日(月・祝）

６月の休館日【15日㈪～30日㈫】
棟方志功アートステーション開館9:00〜17:00

（入館16:30まで）

常設展　−彫る　摺
す

る　画
か

く−「棟方志功の世界」
企画展　期11月９日㈪まで
　「水の表現−水は旅をし、姿を変える−」
　「版画の中の生き物たち」
うまさぎっしり新潟スタンプラリー対象施設です！
期６月30日㈫まで　　対象施設で集めたスタンプ数
に応じて、プレゼントに応募できます。詳しくは「う
まさぎっしり新潟スタンプラリー」のウェブサイトや
チラシ・ガイドブックをご覧ください。掲載のクーポ
ンで、入館料も割引となります。（スタンプは、１階
雪国交流館チケットカウンターに設置してあります）
※19日㈮～22日㈪は全館休館のため、押印できません

☎783-4500　 FAX  783-3388　入館料：一般500円／小中高250円

今泉記念館アートステーション 開館9:00〜17:00
（入館16:30まで）

６月の休館日【18日㈭～26日㈮［展示替え］】

日６月28日㈰　13:30〜14:00（市民無料の日）
　城内中学校の生徒が、作品や美術館について、芸
術が身近に感じられるよう、わかりやすく解説しま
す。ぜひ、鑑賞ください。

ジュニア学芸員鑑賞ガイド

◇「北越雪譜」の挿絵紹介その４◇
　雪が降らない地方の人たちは、雪を愛で、吹雪を
優雅な花吹雪のように捉えていました。しかし、越
後の吹雪は毎年死者が出るほど恐ろしいものだと牧
之は記しています。「農人夫婦逢雪吹図」には、吹
雪に巻き込まれる若夫
婦の姿が描かれ、雪国
を知らない人たちの雪
に対するイメージを大
きく変えるものでした。

鈴木牧之記念館 開館9：00〜16：30

６月の休館日【火曜日】

☎・ FAX  782-9860
観覧料：大人500円／小中高250円（市内小中学生は無料）

「農人夫婦逢雪吹図」山東京水筆

☎775-3646 　 FAX  775-3650
観覧料：一般500円／小中高250円（市内小中学生は無料）

６月の市民無料の日：18日㈭、28日㈰

トミオカホワイト美術館 開館9:00〜17:00
（入館16:30まで）

６月の休館日【17日㈬、23日㈫～26日㈮［展示替え］】

期６月22日㈪まで
　今企画展の会期もあとわず
かです。初公開作品も展示中
ですので、この機会にぜひご
覧ください。６月27日㈯から
は、美しい日本の四季をテー
マに、新企画展「白の情景」
を開催します。

企画展「小品の世界」

浅間山・峠の茶屋より

南魚沼市民会館 受付8:30〜17:15

６月の休館日【月曜日】
☎773-5500　 FAX  772-8161　  0120-150-142

URL  http://www.6bun.jp

舞台　奇跡の歌姫「渡辺はま子」
戦前から戦後にかけて活躍した横浜生まれの人気

歌手、渡辺はま子。異国の刑務所に響く歌声が、
108人の戦犯に奇跡を起こした物語。
日７月２日㈭
時開演18:30 ～（開場18:00）
会市民会館　大ホール
出演　五大路子ほか（横浜夢座）
￥前売り3,000円（当日3,500円）
　高校生以下無料、全席自由席
　※未就学児は入場不可
　市民会館、市民会館プレイガイド
　で発売中
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※むいかまちこども園（☎772-4577）は、園に直接問い合わせください。
　わかば保育園（☎778-2036）は、７月まであそびの広場をお休みします

にこにこ カレンダー広場7月
にこにこ広場は入園前のお友だちが対象です。 各保育園のにこにこ広場にでかけてみませんか。

保育園名 電話番号 内容（日程） 時間

浦 佐 認 定
こ ど も 園

080-2263-4567

自由来館 月～土曜日 10:00～16:00
外で遊ぼう 毎週月曜日

10:00～11:30
子育て支援だより
「ひだまり」をご
覧ください

絵本で遊ぼう 毎週火曜日
作って遊ぼう 毎週水曜日
歌って遊ぼう 毎週金曜日
園庭・保育室で遊ぼう 毎週土曜日
身体測定 毎月第３火曜日
誕生日会 毎月第４金曜日

上　　 町 773-6187
英語で遊ぼう 毎月第２木曜日 10:00～11:30

予約が必要めごちゃん 毎月第４木曜日

め ぐ み 野 773-5257
にこにこデー 毎週火・木曜日

10:00～11:00
おたのしみ会 毎月第２木曜日
お誕生会・身体測定 毎月最終木曜日 15:30～16:00

野 の 百 合

772-2627

支援センター開放 毎週月～土曜日

9:45～15:00
身体測定 毎週月曜日
ひよこ学級（たのしく手作り） 毎週火曜日
ひよこちゃんデー（園児との遊び） 毎週水・木曜日
お誕生会・給食試食会 毎月開催
運動遊び

毎週金曜日
9:45～11:30

マタニティサロン 13:30～15:00

金　　 城 788-1661

にこにこクラブ 毎週水曜日 13:30～14:30

自由来館（ランチルームあります） 毎日
10:00～18:00
水曜日 13:00～

手作りを楽しもう！ 月２回ずつ月曜日 10:30～11:30
園生活を体験しよう！ 月２回ずつ火曜日

10:00～12:00
料理を楽しもう！ 月２回ずつ木曜日

子育て情報を提供します！ 月2回ずつ金曜日

（ピラティス）
10:15～11:15
（みのり）
10:30～11:30

畑で作物（ピザ作り） ７月12日㈰ 10:00～11:30
※詳しくは、毎月発行の児童館だよりをご覧ください

※詳しくは各施設に問い合わせください

公設民営・私立保育園

育園 そびの 場保 あ 広

注11月まで
Ｂ＆Ｇ海洋
センター体
育館が会場
になります

注今年度は
仮園舎〔美
佐島〕で実
施します

月 日 曜日 保育園名 電話番号 時間 内容 注意事項

７

1 水 大 崎 779-2762
�9:45～10:45

七夕飾りを作ろう ・
参
加
は
無
料
で
す
が
、
保
険

料
（
一
人
1₀
円
）
の
負
担
を

お
願
い
し
ま
す
。

・
問
合
せ
は
各
保
育
園
に
お
願

い
し
ま
す
。

2 木 上 長 崎 782-1184 一緒に遊ぼう
14 火 あ お ば 775-2274 ホールで遊ぼう
15 水 八 幡 772-2715

10:00～11:00
水遊び（雨天室内）

21 火 大 木 六 782-1523 コンサートにいらっしゃい

22 水

赤 石 779-3008
�9:45～10:45

水遊び（雨天室内）
五 日 町 776-2155
塩 沢 782-1520 9:30～10:30
上 関 783-2956 10:00～11:00
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◎基礎健診を受診する40歳以上の人は、保険証を必ずお持ちください。
◎該当の健診日に都合がつかない場合は、日程・会場を変更できます。新規の申込みや健診項目の変更・追加は、早め

に保健課に連絡ください。
◎健診内容・受付時間などの詳細は「住民健診カレンダー」をご覧ください。

問   保健課　☎773-6811
←検索南魚沼市住民健診カレンダーの住民健診日程7 月

健診内容
（各地域共通）

基礎健診など…基礎健診／肺がん・結核検診（胸部レントゲン）／胃がん検診／大腸がん検診
　　　　　　　※胃がん検診は午前のみ実施
乳・子宮頸がん検診のみ…乳がん検診／子宮頸がん検診

大　和　地　域
日にち 時間区分 健　診　名 対　象　行　政　区 会　場

７月６日㈪

午前・午後 基礎健診など

上一・上二・原小路・寺中

健友館

７月７日㈫ 市野江・北・猫道・城山新田

７月８日㈬ 門前・高田・谷地・山崎・山崎新田

７月９日㈭ 田町・川原町

７月10日㈮ 水尾

六 日 町 地 域
日にち 時間区分 健　診　名 対　象　行　政　区 会　場

７月６日㈪

午前・午後
乳・子宮頸がん検診

のみ

土沢・小川・日の出町・原・永松・京岡・京岡新田・
中川・中川新田・金城・山谷・宮・深沢・岩崎

市民会館
多目的ホール

７月７日㈫
上原・長森・長森新田・麓・野田・寺尾・押出・五日
町１区

７月23日㈭

午前・午後 基礎健診など

清水瀬・舞台・畔地新田・宮村下新田・津久野下新田・
伊勢町・沖町・下大月

７月24日㈮ 中手原・山口・新堀・下原・北田中・五日町２区

７月25日㈯ 旭町・八幡・緑町

塩　沢　地　域
日にち 時間区分 健　診　名 対　象　行　政　区 会　場

７月１日㈬

午前・午後 基礎健診など

岩之下・栃窪・北山・一分区・天野沢

塩沢保健
センター

７月２日㈭ 砂押・君沢・下一日市・上一日市・宮野下

７月３日㈮
大里・小木六・古川・小杉・吉山・大木六原・徳田・
中子・坪池

７月22日㈬ 午前・午後
乳・子宮頸がん検診

のみ
島新田・二分区・四分区・五分区・六分区・目来田

教室名 曜日・時間 教室初日 教室内容 定員 受講料 申込み

ベビーマッサージ
教室 水 10:30 ７月８日

赤ちゃんとママの肌のふれあ
いを体感！（全３回）
※講師が赤ちゃんに直接触れ
ることはありません�

11組
（先着順）

受講料 3,080円
材料費    500円

６月24日㈬
9:00開始
ディスポー
トに申し込
みください

〒949-6611　南魚沼市坂戸372
ディスポート南魚沼内
ス ポ パ ラ　☎773-3210
ディスポート　☎773-6620公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社　スポーツ振興係

～参加者募集～
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乳幼児健診等の日程 問　保健課　☎773-6811

※受付時間に注意ください

◦もぐもぐ教室は、予約が必要です。実施日の３日前までに保健課に連絡ください。
◦お持ちいただくものは、乳幼児健診カレンダーをご覧ください。

もぐもぐ教室
（離乳食教室） 会場 ふれ愛支援センター 対象 ₂₆年1₂月生 期日 ７月28日㈫ 受付時間 ₉:₃₀ ～₉:₄₅

＊実施日の２日前・前日・当日のいずれかに発熱などの症状がある人は、健診や教室参加を自粛ください

市北部（大和地域、大巻・城内・五十沢地区）
★会場　健友館２階（大和病院となり）

事　業 対　象 日にち 受付時間
４か月児健診 27年３月生 ７月1₆日㈭ 13:00～13:10

1₀か月児健診 26年９月生

生後10か月になったら、受
診票を使って医療機関で受
けましょう！ＢＣＧ接種期
限まであと２か月です！

１歳児歯科健診
フッ化物塗布 26年６月生 ７月₂₂日㈬ 13:00～13:10

１歳半児健診・歯科
健診・フッ化物塗布 25年1₂月生 ７月６日㈪ 13:00～13:10

２歳児歯科健診
フッ化物塗布 25年６月生 ７月２日㈭ 9:00～9:10

２歳半児歯科健診
フッ化物塗布 24年1₂月生 ７月1₄日㈫ 9:00～9:10

３歳児健診･歯科
健診・フッ化物塗布 24年６月生 ７月９日㈭ 13:00～13:10

市南部（六日町地区、塩沢地域）
★会場　塩沢保健センター（塩沢庁舎となり）

事　業 対　象 日にち 受付時間
４か月児健診 27年３月生 ７月₃1日㈮ 9:00～9:10

1₀か月児健診 26年９月生

生後1₀か月になったら、受
診票を使って医療機関で受
けましょう！ＢＣＧ接種期
限まであと２か月です！

１歳児歯科健診
フッ化物塗布 26年６月生 ７月₂₉日㈬ 13:00～13:10

１歳半児健診・歯科
健診・フッ化物塗布 25年1₂月生 ７月17日㈮ 13:00～13:10

２歳児歯科健診
フッ化物塗布 25年６月生 ７月８日㈬ 13:00～13:10

２歳半児歯科健診
フッ化物塗布 24年1₂月生 ７月₂₃日㈭ 13:00～13:10

３歳児健診･歯科
健診・フッ化物塗布 24年６月生 ７月1₀日㈮ 9:00～9:10

7月

　妊娠中期の夫婦を対象に、妊娠中の悩みを話したり、夫が妊婦体験をしたり、これからの子育てに向けて気
軽に楽しく体験・お話をするサロンです。出産前後のサービスや健康管理などの情報もお知らせします。
日 ７月11日㈯　10：00～ 12：00　　会 ふれ愛支援センター（２階 大会議室）
対 出産予定月が平成27年11月・12月の夫婦（子ども連れの人は、申込みの際にお伝えください）
持 母子手帳、妊娠届時配布の茶封筒一式、必要な人は座布団・膝掛けなど

～マタニティサロンの案内～ 問保健課　☎773-6811

　２～３か月ころの赤ちゃんを持つ両親向けに、小児科医の講話を聞くことができる教室を年６回開催しています。
両親だけでなく、おじいちゃんやおばあちゃんの参加も大歓迎です。初めて子育てをする人は、ぜひ参加ください。

「かかりつけ医の必要性や受診時に気を付けることがわかった」
「子どもが手遊びで笑ってくれてうれしかった」

【主な教室の内容】
・保育士のスキンシップや手遊びの紹介
・小児科医の講話（かかりやすい病気、医
療機関のかかり方、事故予防、予防接種
など。育児に関する心配ごとや不安に思
うことを聞ける時間もあります）
・DVD鑑賞「赤ちゃんが泣きやまない」
・参加者同士の交流
・希望者は体重測定もできます

参加者の感想

実施日 時間・会場 対象月

９月４日㈮ 9：15～10：30
(受付…9：00～)
ふれ愛支援センター
※予約は不要

平成₂₇年５月・６月生まれ

₁₀月₁₆日㈮ 平成₂₇年７月・８月生まれ

₁₂月４日㈮ 平成₂₇年９月・₁₀月生まれ

平成28年２月５日㈮ 平成₂₇年₁₁月・₁₂月生まれ
※対象月以外でも参加できます

にこにこ子育て　～家族みんなで、にこにこになろう！～

育児学級の紹介
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　　　　　　　・詩に就いて　　　　　　　　谷川俊太郎
　　　　　　　・武道館　　　　　　　　　　朝井リョウ
・地下水路の夜　　　　　　　　　　　　　　阿刀田　高
・リストランテアモーレ　　　　　　　　　　井上　荒野
・若冲　　　　　　　　　　　　　　　　　　澤田　瞳子
・ヒア・カムズ・ザ・サン　　　　　　　　　小路　幸也
・山月庵茶会記　　　　　　　　　　　　　　葉室　　麟
・モダン　　　　　　　　　　　　　　　　　原田　マハ
・田園発港行き自転車　上・下　　　　　　　宮本　　輝
・過ぎ去りし王国の城　　　　　　　　　　　宮部みゆき
・誓約　　　　　　　　　　　　　　　　　　薬丸　　岳
・ボーイミーツガールの極端なもの　　　山崎ナオコーラ
・森は知っている　　　　　　　　　　　　　吉田　修一
・孫物語　　　　　　　　　　　　　　　　　椎名　　誠
・一〇三歳になってわかったこと　　　　　　篠田　桃紅
・ラストワルツ　　　　　　　　　　　　　　村上　　龍
・今日をいっしょうけんめいで生きる　　　　吉沢　久子
・キャッチ！　　　　　　　　　　　　　　　岡崎　愛子
・イザベルに　　　　　　　　　　アントニオ・タブッキ
　　　　　　　・散歩の雲・空図鑑　　　　　岩槻　秀明
　　　　　　　・養生のヒント　　　　　　　五木　寛之
・中越地震から３８００日
　　　　　　中越防災安全推進機構・復興プロセス研究会
・原色野菜の病害虫診断事典　　　　　農山漁村文化協会
・ほんほん本の旅あるき　　　　　　　　　　南陀楼綾繁
・カメラが撮らえた幕末・明治の肖像
　　　　　　　　　　　　　　　『歴史読本』編集部／編
・日本百名山ひと筆書き　　　　　　　　　　田中　陽希
・防災・減災につなげるハザードマップの活かし方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木　康弘
・子どもはみんな問題児。　　　　　　　　　中川李枝子
・山野草の呼び名事典　　　　　　亀田　龍吉／写真・文
・栄養の教科書　　　　　　　　　　　中嶋　洋子／監修
・医者いらずの食べ方、生き方　　　　　　　白澤　卓二
・はじめてでもおいしくできる　梅干し・梅レシピの基本
　　　　　　　　　　　　　　　　　　小川　睦子／監修
・今日の食と農を考える　　　　　　　　　　樫原　正澄
・コメの歴史　　　　　　　　　　　レニー・マートンマ
・お悩み解決！家庭菜園入門Ｑ＆Ａ　　　　　　　　　　
・中高年のスロトレ決定版　　　　　　　　　石井　直方
・日本語は泣いている　　　　　　　　　　　外山滋比古
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市報に掲載する人名は差し支えのない限り、常用漢字表の適用字体を用いています。
この広報紙は資源保護のため、再生紙を使用しています。

そのほか

◦南魚沼市図書館（えきまえ図書館本の杜）　☎773-6677
◦大 和 図 書 室（大和公民館内２階）　　　☎777-4671
◦塩 沢 図 書 室（塩沢公民館内１・３階）　☎782-0100

６月から救急医療体制が変わりました

問医療対策室　☎773-6706

　新着図書からおすすめの本を「イチオシ本」として紹介
しています。図書館ウェブサイトでは「おすすめコーナー」
の他に、月間貸出し数の多い資料を「ベストリーダー」、
予約数の多い資料を「ベスト予約」として紹介しています。

んなのみ 書館図救急医療

・急病による受診を希望する場合は、各医療機
関へ事前に電話連絡をしてください

・症状に応じて他施設での受診を勧められる場
合があります

◆魚沼基幹病院　☎777-3200
　救急の受入れ体制を24時間整えています。緊
急度や重症度の高い順に対応するため、診療の
順番が前後する場合があります。

◆脳神経外科の救急医療
　齋藤記念病院　☎773-5111
　脳神経外科の救急の受入れ体制を24時間整え
ています。

〈医療機関の適切な利用に協力ください〉
　通常の診療時間内は医師だけでなく、看護師
や検査技師、薬剤師などのスタッフが揃ってい
るので、検査や投薬などがスムーズに受けられ
ます。できるだけ通常時間内に受診しましょう。
また、医療や健康のことを気軽に相談できる「か
かりつけ医」を持ちましょう。病状に応じて適
切な医療機関に紹介してもらえるので、いざと
いうときも安心です。

◆新潟県『小児救急医療電話相談』
　☎025-288-2525
　夜間に子どもの具合が悪くなったときに利用
ください。経験豊富な看護師が、必要に応じて
小児科医のアドバイスを受けながら相談に応じ
ます。（毎日19:00～23:00）

　魚沼基幹病院の開院に伴い、休日救急診療所
は内科・小児科のみの開設となります。急なけ
がや重症度の高い場合などは、魚沼基幹病院に
問い合わせください。

日にち 受付時間 医療機関名 電話番号

6月20日㈯ 13:30～16:00 城内診療所 775-2009

6月21日㈰  9:00～16:00 休日救急診療所 773-6688

6月27日㈯ 13:30～16:00 湯沢町保健医療センター 780-6543

6月28日㈰  9:00～16:00 休日救急診療所 773-6688

◆内科・小児科の休日救急医療当番（軽症者対応）


